
表1 対象者の属性（n＝25）

年齢（歳）

参加活動（人）

79．8±4．1
多群
18

少群
7

Ⅰ．はじめに
我が国は4人に1人が高齢者という超高齢社会を迎

え，2025年には65歳以上高齢者の5人に1人が認知症
と推計されている1）。
認知機能の低下は，日常生活において由々しき事態

を引き起こす。高齢者の運転に関する研究からは，高
齢者の注意力と車の衝突の危険性に関連があることも
明らかにされている2）。本研究では，加齢に伴い衰え
る認知機能として情報処理速度と注意力に着目し，両
者を測定できるストループ検査を用いることで認知機
能の低下を初期段階で捉えることができれば，高齢期
の認知機能維持にとって有効な指標として期待できる。
また認知機能の低下を防ぐ方法として日常生活での活
動に注目が集まっている。Calero G ら3）は，退職前後
の身体，社会，文化活動のレベルと全体的な認知機能
との関連を調べ，退職後の活動レベルが認知機能を有
意に説明することを報告している。
そこで本研究では高齢者のストループ検査を測定し，

他の認知機能検査であるMMSE（Mini Mental State
Examination）や身体，社会，文化などの参加活動と
比較を行い，参加活動レベルが高い高齢者ほど認知機
能が良いという仮説のもと，両者の関連をみることを
目的とした。

Ⅱ．方 法
1．対 象
本研究は，私立大学研究ブランディング事業の一部

として進めている認知予防調査（以下，調査と略す）
で，佐賀県吉野ヶ里町社会福祉協議会の呼びかけで参
加した65歳以上の男女25人が対象であった（平均年齢

79．8歳）。（表1）
募集方法は，町広報に「調査」のことを記載し，そ
れを見た住民が参加した。調査期間は，2019年6月か
ら9月までであった。
なお対象者には，調査趣旨，調査への参加は強制で
はないこと，調査により取得されたデータは研究以外
の目的で使用しないこと，またデータは匿名化され使
用されることを口頭で説明し，対象者からインフォー
ムド・コンセントを得た。
本研究は，西九州大学に帰属する倫理委員会の承認
を得て行った（承認番号H28－21）。

2．調査・測定項目
参加活動調査では，掘田らが用いた質問紙4）を用い

た。身体活動，社会活動，文化活動について計6項目
で尋ねた。各質問から「している」と答えた者を1点，
「していない」と答えた者を0点とした。満点が6点
で4点以上を参加活動多群，3点以下参加活動少群と
した。
認知機能に関してMMSE，ストループを用いて検
査を行った。MMSEは11項目により構成され，全項
目の合計点（最高30点）を評価した。
ストループはトーヨーフィジカル発行の新ストルー
プ検査Ⅱを用いた。単純に文字処理と色処理を求めら
れる2課題（課題1と課題3），さらにそれらの作業
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に加え色あるいは文字を見てどちらかに注意を向ける
作業を要する2課題（課題2と課題4）の4つの課題
から構成されている。

3．データの分析方法
参加活動群別のストループ検査，MMSE得点を比

較するために，対応のない t 検定を行った。
参加活動を独立変数，ストループ検査の各課題の正

答数を従属変数とする重回帰分析を行った。
統計ソフトは SPSSver．18（IBM社製）を用いた。
統計学上の有意水準はいずれも5％未満とした。

Ⅲ．結 果
参加活動群別のストループ検査，MMSE得点比較

は表2に示した。逆ストループ干渉率は参加活動多群
13．3％が参加活動少群27．5％より有意に小さかった
（p値＝0．04）。（表2）
参加活動を独立変数，ストループ検査の各課題の正

答数を従属変数とする重回帰分析は表3から6に示し
た。身体活動と文化活動は文字処理速度を測定する課
題1と関連が見られた（p値＝0．01）（p値＝0．02）。
（表3）一方，社会活動についてはどの課題とも有意
な関連がみられなかった。

Ⅳ．考 察
本研究は，65歳以上の高齢者を対象に，参加活動と
ストループ検査やMMSEとの関連をみることを目的
とした。その結果，参加活動多群は参加活動少群より
注意力といった認知機能が高いということが示された。
個別的には身体活動と文化活動において情報処理速度
といった認知機能と関連が見られた。
Hausdorff ら5）は，参加活動の内容そのものが認知

機能と関連することが指摘されている。特に参加活動
の中で歩行に焦点を当て，歩行とストループ課題と関
連が見られたことを明らかにした。その理由として歩

行というその行動そのものが複合的な運動課題であり，
注意力が必要となる行動であったためと述べている。
本研究においても参加活動の質問項目に定期的に散歩
をおこなっているか尋ねているが，散歩を行うときは，
人や自転車や車などさまざまなものに注意を向けなけ
ればならない。つまり定期的に散歩をおこなっている
者の場合，普段から散歩のときに必要な情報に注意を
向けることを行っているため，注意力が優れている可
能性があると考えられる。そのため，色あるいは文字
という周囲の情報を抑制しながら適切な情報に注意を
向けることが求められる困難な課題（逆ストループ干

表2 参加活動群別のストループ検査，MMSE比較（n＝25）

参加活動多群 参加活動少群 p値
課題1（点）
課題2（点）
課題3（点）
課題4（点）
逆ストループ干渉率（％）
ストループ干渉率（％）
MMSE（点）

38．0±8．0
33．0±9．1
28．0±6．6
19．1±7．1
13．3±13．71
29．0±17．5
29．1±1．4

40．0±13．2
30．4±13．9
26．4±10．5
20．2±10．6
27．5±18．1
26．2±19．0
26．6±2．3

0．65
0．59
0．65
0．75
0．04
0．73
0．06

平均値±標準偏差

表3 課題1の正答数を従属変数とする重回帰分析（n＝25）

投入変数 標準回帰計数 p値
身体活動
社会活動
文化活動

0．68
－0．01
0．44

0．01
0．95
0．02

R2＝0．89

表4 課題2の正答数を従属変数とする重回帰分析（n＝25）

投入変数 標準回帰計数 p値
身体活動
社会活動
文化活動

0．1
0．37
－0．44

0．63
0．12
0．06

R2＝0．22

表5 課題3の正答数を従属変数とする重回帰分析（n＝25）

投入変数 標準回帰計数 p値
身体活動
社会活動
文化活動

0．01
0．31
－0．23

0．94
0．23
0．34

R2＝0．08

表6 課題4の正答数を従属変数とする重回帰分析（n＝25）

投入変数 標準回帰計数 p値
身体活動
社会活動
文化活動

－0．02
0．08
－0．1

0．92
0．75
0．68

R2＝0．01
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渉率）において小さかったと推察される。
本研究の社会活動とストループ検査の関連では，課

題1から4においてすべて関連は見られなかった。こ
のことに関して，本研究では認知機能として情報処理
速度と注意力に焦点を当て社会活動との関連をみたが，
社会活動はそれらとは異なる領域の認知機能と関連し
ていることが推察される。Bielak ら6）は，さまざまな
活動と中高年者の反応速度との関連を調べ，友人を訪
ねるといった社会活動も認知機能と有意な関連がみら
れたと報告している。すなわち，社会活動の場合，情
報処理速度や注意力ではなく反応速度など別の領域の
認知機能と関連している可能性があることが伺われる。
本研究における限界としていくつかのことが挙げら

れる。本研究では参加活動でのさまざまな活動を調査
したが，活動の頻度や時間などは調査していない。今
後は参加活動をその有無だけでなく量として捉え，高
齢者の認知機能とどのように関連するか調べる必要が
ある。また，本研究は横断的研究であり，参加活動と
ストループ検査との因果関係は立証できない。今後は
高齢者に対して，参加活動を取り入れ，認知機能を維
持していく方略について検討することが重大な課題と
なる。
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